


■
考
古
学
研
究
部
門

　

併
任
教
授　

佐
田　

茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
化
教
育
学
部
）

　

古
代
に
お
け
る
大
陸
と
の
交
流
の
重
要
な

拠
点
で
も
あ
っ
た
肥
前
の
地
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
文
化
交
流
が
な
さ
れ
、
受
容
、
定

着
し
て
い
っ
た
の
か
、
考
古
学
の
視
点
か
ら

解
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
考
古
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
準
備
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

■
地
域
史
・
史
料
学
研
究
部
門

　

併
任
助
教
授　

飯
塚
一
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
化
教
育
学
部
）

　

併
任
助
教
授　

石
川
亮
太
（
経
済
学
部
）

　

専
任
講
師　

伊
藤
昭
弘

　

佐
賀
は
古
代
中
世
以
来
、
歴
史
性
豊
か
な

地
域
で
、
幕
末
・
明
治
期
に
は
日
本
の
近
代

化
に
大
き
な
役
割
を
果
し
ま
し
た
。
本
部
門

は
こ
う
し
た
佐
賀
地
域
の
歴
史
研
究
と
、
史

資
料
の
調
査
・
整
理
、
学
外
へ
の
研
究
成
果

公
開
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
、

伊
万
里
市
の
山
本
家
文
書
の
近
世
か
ら
近
代

文
書
約
５
千
点
の
史
料
整
理
と
目
録
作
り
を
、

大
学
院
生
や
市
民
の
方
も
参
加
し
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
す
す
め
て
い
ま
す
。

■
国
文
・
文
献
学
研
究
部
門

　

併
任
教
授　

井
上
敏
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
化
教
育
学
部
）

　

近
世
佐
賀
に
お
い
て
は
、
藩
士
や
僧
侶
達

が
支
え
た
風
雅
の
道
や
庶
民
が
支
え
た
文
化

が
栄
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
佐
賀
大
学
蔵

「
市
場
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
扇
面
・
和
書
類

は
近
世
の
思
想
・
文
学
・
地
域
歴
史
文
化
資

料
と
し
て
重
要
で
、
そ
の
目
録
づ
く
り
・
公

開
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

■
洋
学
・
思
想
史
研
究
部
門

　

専
任
教
授　

青
木
歳
幸

　

西
洋
近
代
文
明
の
受
容
の
起
点
で
あ
る
佐

賀
に
お
い
て
、
洋
学
が
ど
の
よ
う
に
佐
賀
の

歴
史
文
化
・
近
代
化
に
関
わ
り
、
佐
賀
の
地

域
的
特
性
は
な
ん
で
あ
っ
た
か
等
を
、
「
小

城
鍋
島
文
庫
」
や
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
洋
学
資
料
調
査
研
究
に
よ
り
解
明
し

て
い
き
ま
す
。

　

一
階
展
示
室
で
は
、
佐
賀
大
学
所
蔵
資
料

を
中
心
に
期
間
展
示
を
行
い
ま
す
（
入
場
無

料
）
。
隣
の
一
階
閲
覧
室
で
は
、
学
術
書
・

郷
土
資
料
図
書
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
開
館
時

間
は
午
前　

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
祝

１０

日
・
土
・
日
曜
日
は
休
館
の
予
定
で
す
。
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☆
開
館
記
念
式
典
・
講
演
会
（
入
場
無
料
）

　

期　

日
：
平
成　

年　

月
6
日　
　

：　

〜

18

10

14

00

　

場　

所
：
佐
賀
大
学
理
工
学
部
６
号
館

　
　
　
　
　

多
目
的
室

　

講　

師
：
所
理
喜
夫
地
方
史
研
究
協
議
会
会
長

　

テ
ー
マ
：「
地
域
学
と
地
方
史
研
究

―　

世
紀
の
佐
賀
地
方
を
事
例
と
し
て
」

17

　

講　

師
：
松
田
清
京
都
大
学
大
学
院
教
授

　

テ
ー
マ
：「
海
軍
創
設
か
ら
パ
リ
万
博
へ

―
蘭
学
者
佐
野
常
民
の
軌
跡
―
」

☆
開
館
記
念
共
同
企
画
展
（
入
場
無
料
）

　

期　

日
：
平
成　

年　

月　

日
〜　

月　

日

18

10

14

11

12

　

場　

所
：
小
城
市
立
歴
史
資
料
館
企
画
展
示
室

　

テ
ー
マ
：「
成
立
期
の
小
城
藩
と
藩
主
た
ち
」

　

主
な
展
示
資
料
：

　
　
　
　
　

柳
生
新
陰
流
兵
法
書
・
小
城
鍋
島
家

　
　
　
　
　

什
器
、
八
重
一
重
絵
図
な
ど

☆「
来
て
み
ん
し
ゃ
い
！
佐
賀
大
学
へ
」ミ
ニ
展
示

　

期　

間
：
平
成　

年　

月
6
日
〜　

月
5
日

18

10

11

　

場　

所
：
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
展
示
室

　

主
な
展
示
資
料
：
葉
隠
写
本
、
佐
高
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　

（
入
場
無
料
）

☆
佐
賀
新
聞
市
民
講
座

　

期　

間
：　

月
〜
2
月

10

　
　
　
　
　

（
隔
週
土
曜
日
、各
回　

時　

分
〜　

時　

分
）

13

30

15

30

　

場　

所
：
佐
賀
新
聞
社
5
階（　

人
ほ
ど
予
定
）

30

　

テ
ー
マ
：「
再
発
見
！
新
版
佐
賀
の
歴
史
と
文
化
」

☆
開
館
記
念
第
二
回
講
演
会

　

期　

日
：
平
成　

年
1
月　

日

19

28

　

場　

所
：
本
学

　

講　

師
：
ピ
ッ
ク
ス
ト
ン
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
教
授

　

テ
ー
マ
：「
医
療
と
近
代
化（
仮
）」
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世
紀
社
会
に
は
新
た
な
学
問
体
系
が
求

21
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
佐
賀
は　

世
紀
後
半
、

19

近
代
西
欧
文
明
・
学
問
体
系
を
先
進
受
容
し

ま
し
た
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
文
化
を

基
盤
と
し
た
の
か
、
ま
た
定
着
し
展
開
し
た

の
か
は
、
現
在
問
わ
れ
る
べ
き
重
要
な
課
題

で
す
。
本
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
（
佐
賀
）
の

歴
史
文
化
の
固
有
性
と
普
遍
性
を
探
究
し
、

新
た
な
学
問
体
系
と
し
て
の
地
域
学
を
創
造

し
ま
す
。

　

２
年
間
の
文
系
基
礎
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
成
果
を
踏
ま
え
、
考
古
学
、
地
域
史
・

史
料
学
、
国
文
・
文
献
学
、
洋
学
・
思
想
史

の
四
研
究
部
門
に
専
任
・
併
任
教
員
を
置
い

て
、
地
域
住
民
・
市
民
と
大
学
と
の
地
域
連

携
の
学
術
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
本
年
４
月
に

地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し

ま
し
た
。
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■
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　
 
宮  
島 　
 
敬  
一 
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　私は、1996 年に佐賀大学農学部に入
学し、大学在学中に株式会社オプティム

（http://www.optim.co.jp）という IT 技術
や IT サービス開発を主たる事業とする
IT 企業を起業し、現在も、その代表を務
めております。（大学は留年を重ねて、7
年半にわたる猛勉強の末、先生方の手厚
いご指導により 2003 年に卒業）
　オ プ テ ィ ム は、“Optimism（楽 観 主
義）”×“Optimum（最適）”の二つを掛け
合わせて、私が作った造語です。楽観的
と思われるほどの大きな夢を持ちなが
ら、ただし、最適な戦略を実行し、最適な
製品・サービスを顧客に届ける企業にな
るという律がこめられています。
　事業の内容としては １）インター
ネット広告事業 ２）ラーニング事業 ３）
セキュリティ事業 ４）サポート事業の
４つの事業を展開しております。特に、
現在急成長をしている事業が“４）サ
ポート事業”です。
　現在、インターネットが急速に普及し
ているため、これまでパソコンなどに余
り触れることのなかった方々のイン
ターネット利用が急速に拡大してきて
います。
　インターネットに関するサービスを
提供している企業側は、こういったいわ
ゆるインターネット初心者の方々にイ
ンターネットを利用して頂いて非常に
嬉しい反面、企業側がお客様のサポート
にかけるコストが急速に膨らんでいっ
ているのが現状です。
　そこで、我々の提供するソフトウェア

「e-Support」を利用すると、お客様は、ワ
ンクリックで全ての環境がインター
ネットに自動的に設定され簡単に接続
でき、また、パソコンを使っていてトラ
ブルが発生した場合でも自動的にパソ
コンの中身を「e-Support」がくまなく診
断して、トラブルを修復してくれるとい
うソフトです。
　これにより、企業側のサポートにかか
るコストを、大幅に下げることができる
というソフトウェアです。
　今後、ホームネットワークなどが進む
中、ネットワーク環境は、複雑化する一
方で、それに比例し、企業のサポートコ
ストは増大を続ける一方です。
　これらの問題を解消するために、なく
てはならないソフトウェアと確信して
います。
　大きな提供先としては、NTT 東日本
に採用されました。NTT 東日本が提供
するインターネットサービス“フレッ
ツ”にご加入の全ユーザに弊社のソフト
ウェアが配布されます。
　これにより、「e-Support」は日本で最
も利用されるソフトウェアの一つにな

ります。
　現在は、海外の通信キャリアとの交渉
を進めています。いずれは、世界のデ
ファクトスタンダードとなるソフト
ウェアに出来ればと奮闘中です。（英会
話は、まだ勉強中ですが…）
　今後も、IT のイノベーションを実現
する研究開発に取り組んでいきます。
　後輩の皆さんに是非、お伝えをし、お
願いしたいことは、将来就職するにあた
り“楽しめる仕事を選ぶ！”ということ
です。
　私は、会社の名前に楽観主義とつける
ぐらいのスーパーノー天気な人間なの
で、仕事が楽しくて仕方がないのですが。
このことは、大変幸福なことと思ってい
ます。（もちろん、それは、スタッフ、顧客、
支援者の方々に恵まれているからに他
なりません。）
　仕事で成功するかどうかの決定的な
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違いは“仕事を楽しめているかどうか”
にあると感じています。
　趣味でもそうですが、仕事も“楽しい”
から“がんばれます”。“がんばれる”と

“うまくなる”ので“周りからも評価され
ます”。“評価される”と“自信がつきま
す”。“自信がつく”と更に“楽しく”なり
ます。
　このような好スパイラルに自分を置
くか、もしくは、“楽しくない”から“がん
ばれない”。“がんばれない”から、“うま
くなれない”。“うまくなれない”から“評
価されない”。“評価されない”から“自信
がつかない”・・・の負のスパイラルに入
るか、どちらになるかを決めるのは、“好
きな（好きになれる）仕事を選ぶ”という
ことに尽きます。
　どちらのスパイラルに入るかで社会
に出て 5 年後には、大きな差となって現
れてきます。

　ただし、“好きな仕事”というのは、人
気がある可能性が高いので、その仕事を
勝ち取るには、好きな異性と付き合うの
と同様に相応の努力をしなければなり
ません。
　へたをしたら（?）意識のある時間（起き
てる時間）では、将来の伴侶よりも多く
の時間、仕事をするので、是非、気合を入
れて探してください。（私もまだ、独身な
ので、偉そうなことは言えませんが…）
　そして、今、“夢”がある人は、もし、本
当にその“夢”を実現させたいのであれ
ば、あきらめないでください。
　夢を見ることは誰にでもできます。ま
た夢を見ている自分に酔うことも容易
いことです。
　実現に向けて行動し、あらゆる困難に
遭遇しても、“夢を見続け”努力し、あき
らめなければ、その夢が、あきらめきれ
ないほどの夢であれば、必ずその夢は実

現されます。
　私達も、OPTiM が世界の人々に大き
く役に立つ企業になるという“夢”をあ
きらめずに邁進します。
　最後に、後輩の皆さんへ（先輩方も、も
ちろんですが！）宣伝させてください！
m(_ _)m
　OPTiM では、現在、事業拡大のため、
佐賀大学の優秀な学生を正社員、アルバ
イトで大募集中です。特に、理工学部の
皆さんで簡単なプログラミング経験が
ある方、大歓迎です。学生アルバイトで
あれば、時給 850 円以上。来年度新卒で
あれば、詳細をホームページでご覧頂き
是非、応募してください！一緒に仕事を
楽しみましょう！！
※興味がおありの方は是非、株式会社

オプティム　人事採用担当　白田
（hakuta@optim.co.jp）までご連絡くだ
さい。
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本
セ
ン
タ
ー
は
、
佐
賀
県
立
シ
ン
ク
ロ
ト

ロ
ン
光
応
用
研
究
施
設
事
業
を
学
術
的
立
場

か
ら
支
援
・
協
力
す
る
と
と
も
に
、
九
州
地

域
で
唯
一
の
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
応
用
研
究

に
関
す
る
地
域
の
中
核
的
機
能
を
果
し
、
か

つ
最
先
端
の
学
術
研
究
教
育
を
行
う
目
的
で

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
賀
大
学
は
、
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
に
よ

る
世
界
的
な
研
究
教
育
の
推
進
、
な
ら
び
に

最
先
端
の
技
術
・
手
法
・
装
置
な
ど
の
開
発

研
究
を
通
じ
て
、
将
来
を
担
う
人
材
の
教

育
・
育
成
、
未
来
技
術
の
開
発
、
知
的
資
産

の
活
用
、
新
産
業
創
出
・
産
業
高
度
化
な
ど

の
産
官
学
連
携
拠
点
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
九
州
地
域
の
国
立
大
学
法
人

と
の
間
で
大
学
間
連
携
協
定
を
締
結
す
る
と

と
も
に
、
九
州
大
学
か
ら　

名
の
流
動
教
員

10

の
参
画
を
得
る
な
ど
、
広
く
学
内
外
の
協
力

に
基
づ
く
ユ
ニ
ー
ク
な
セ
ン
タ
ー
運
営
・
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー

は
、
中
国
・
韓
国
・
露
国
・
英
国
な
ど
の
関

連
機
関
と
協
力
協
定
を
締
結
し
、
2
年
前
に

上
海
支
部
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
は
、
加
速
器
が
発
生

す
る
人
工
の
光
で
あ
り
、
ほ
ぼ
光
の
速
さ
で

円
運
動
す
る
電
子
が
発
生
す
る
電
磁
波
で
す
。

こ
の
光
は
、
①
遠
赤
外
線
か
ら
Ｘ
線
ま
で
の

広
い
波
長
の
光
を
す
べ
て
カ
バ
ー
す
る　

②

地
球
上
に
は
存
在
し
な
い
紫
外
線
か
ら
Ｘ
線

の
間
の
波
長
領
域
の
光
（
真
空
紫
外
線
や
軟

Ｘ
線
と
呼
ば
れ
ま
す
）
を
発
生
す
る　

③
太

陽
と
比
べ
て
４
―
５
桁
倍
も
明
る
く
、
Ｘ
線

管
と
比
べ
て
５
―　

桁
も
輝
く　

④
指
向
性

１０

が
極
め
て
高
い　

⑤
試
料
を
汚
す
心
配
の
な

い
清
浄
な
光
源
で
あ
る　

⑥
百
億
分
の
一
秒

の
時
間
幅
を
有
す
る
パ
ル
ス
光
で
あ
る　

⑦

偏
光
性
に
優
れ
て
い
る
な
ど
、
多
く
の
優
れ

た
特
徴
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
夢
の
光
と
呼

ば
れ
、　

世
紀
の
科
学
技
術
の
発
展
に
不
可

21

欠
な
光
で
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
夢
の
光
を
利
用
す

る
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
表
面
界
面
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
と
い
う
佐
賀
大
学
専
用
の
実

験
装
置
を
建
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
賀
県

と
協
力
し
て
県
有
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
設
計
・

建
設
を
行
い
、
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
を
利
用

す
る
最
先
端
の
実
験
装
置
が
整
備
さ
れ
、
平

成　

年
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

18
本
セ
ン
タ
ー
は
、「
半
導
体
と
生
命
体
を
融

合
し
た
環
境
・
医
用
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
開

発
研
究
」
を
テ
ー
マ
に
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
材
料
・
情
報
通
信
（
Ｉ
Ｔ
）
な
ど

の　

世
紀
の
最
先
端
科
学
技
術
の
発
展
に
貢

２１
献
す
る
と
と
も
に
、
大
学
の
教
育
研
究
機
能

を
核
と
す
る
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
知
的

セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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　今年5月、伊万里市にある「NPO伊万里はちがめプラン」の事務所に隣
接して、佐賀大学の「はちがめサテライト教室」が開設されました。これ
は、生ごみから堆肥を製造するなど様々な食資源循環運動を進めている
伊万里地域の市民や NPO の取り組みを支援しながら、同時に教育に活
用しようという「地域創成学生参画教育プログラム http://net.pd.saga-
u.ac.jp/sousei/」の一環として建設されたものです。いわば、キャンパス
から教室が飛び出し、地域の人々と学生がふれあう場所となり、互いに
刺激し合い学びながら地域の問題解決に取り組むという、新しい形の教
育プログラムの試みです。
　はちがめサテライト教室では、NPO や一般市民、農家の方を講師にし
て学生が授業を受けるほか、隣接した堆肥化施設での見学や体験学習

（実際に堆肥を作る）、廃食用油から自動車燃料（Bio Diesel Fuel, BDF）
を製造するための理論学習と体験学習、生ごみを集めるために市民が設
置した「生ごみステーション」の見学や聞き取り調査、生ごみ堆肥を使用
している農家への聞き取り調査、その生産物の直売所の見学や経営状態
の分析など、いろいろな現場体験型の教育のプログラムを展開していま
す。このプログラムには佐賀大学の 17 教科の授業が登録されていて、こ
れらの活動に参加すると、単位になるしくみです。この中には、1 年生向
けの大学入門科目や全学年向けの主題科目のほかに、各学部で開講され
ている専門科目が含まれます。従って、学部や学年に見合った様々な教
科で受講できますので、よかったら受講してください。
　また、学部や大学院の研究の拠点としての活用も始まりました。はち
がめ堆肥の微生物学的研究（農学部）、はちがめ堆肥の除草効果（フィー
ルドセンター）、はちがめ堆肥から分離した腐植物質の生理活性（理工学
部）、生ごみを出す家庭での男女間格差と役割（文化教育学部）などの
様々なテーマが追求されています。
　このような授業に関係する活動だけではなく、ボランティア活動も
育ってきています。例えば、堆肥化施設で人手不足の時に、学生たちが自
発的に「ネコの手」のお手伝いをするなど（ネコの手も欲しい、というで
しょう）、学生たちの自主性が育っているのは、頼もしくも嬉しいことで
す。
　教室がキャンパスから飛び出すことで、学生たちが、市民や農家の方、
行政など様々な人々と交流する場面が生まれています。それが地域の
方々への刺激ともなっています。今後の発展が楽しみです。

�������	
��
����������

農学部助教授

�������������
��� �� ���

佐賀大学地域貢献事業
「はちがめエココミねっと」
代表世話人
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人
が
心
身
と
も
に
健
康
で
長
生
き
す
る
た

め
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
・
運
動
・

ス
ト
レ
ス
の
な
い
生
活
が
重
要
で
す
。
我
々

が
日
常
の
食
材
と
し
て
利
用
す
る
動
植
物
に

は
生
体
調
節
機
能
を
も
つ
機
能
性
成
分
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
食
事
を
う
ま
く
と
る

こ
と
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
（
が
ん
・
肥
満
・

高
血
圧
・
ア
レ
ル
ギ
ー
等
）
を
予
防
し
た
り

（
食
養
）、
こ
れ
ら
の
病
気
を
改
善
す
る
（
食

療
）
こ
と
が
最
近
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
然
物
中
の
化
学
成
分
に
関
す
る
研
究
の

歴
史
は
長
く
、
特
に
薬
理
活
性
の
強
い
生
薬

等
の
薬
用
成
分
に
つ
い
て
は
多
く
の
情
報
が

得
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
我
々
が
摂
取

す
る
動
植
物
食
材
に
つ
い
て
は
食
品
栄
養
学

的
研
究
が
主
で
あ
り
、
微
量
代
謝
成
分
の
化

学
や
機
能
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
科
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
未
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
食
同
源
と
は
、
食
材
の
選
択
や
加
工

法
に
注
目
す
る
処
方
医
学
的
な
考
え
方
を
基

本
と
し
た
概
念
で
す
の
で
、
総
合
的
な
科
学

的
実
証
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
本
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

17

ト
学
長
経
費
学
内
重
点
配
分
経
費
に
よ
り
始

ま
っ
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
�
医
食
同
源
�

の
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
を
確
立
し
、
そ
れ
に

基
づ
く
食
生
活
・
健
康
生
活
指
導
法
を
開
発

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

研
究
班
は
医
学
部
６
名
、
農
学
部
６
名
、
文

化
教
育
学
部
２
名
、
総
合
分
析
実
験
セ
ン

タ
ー
１
名
の
教
員
で
構
成
さ
れ
、
学
部
横
断

的
協
力
体
制
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

研
究
領
域
を
ま
た
が
る
総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
研

究
内
容
と
し
て
は
、
佐
賀
県
の
主
要
農
産
物

で
あ
る
茶
、
大
豆
・
褐
藻
類
・
タ
マ
ネ
ギ
な

ど
の
機
能
成
分
の
探
索
と
分
子
栄
養
学
的
お

よ
び
臨
床
医
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
解

析
、
さ
ら
に
は
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
よ
う
な

佐
賀
大
学
ブ
ラ
ン
ド
の
新
し
い
食
品
素
材
の

開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
公
開
講
演

会
や
国
際
学
術
誌
等
で
積
極
的
に
公
表
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
食
品
の
機
能
性
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
に
関
し
て
は
、
医
学
部
で
作
成
し

た
遺
伝
子
組
換
え
モ
デ
ル
動
物
も
利
用
し
、

喘
息
・
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
等
の
ア
レ
ル

ギ
ー
・
肥
満
・
動
脈
硬
化
・
大
腸
癌
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
機
能
性
食

品
の
生
理
効
果
を
解
析
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
に
お
け
る
食
生
活
の
改

善
指
導
、
い
わ
ゆ
る
�
食
育
�
研
究
の
た
め

の
疫
学
的
調
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
研
究
は
、
地
域
と
と
も
に
国
際
的
な

拡
が
り
も
重
要
で
す
の
で
、
佐
賀
県
を
基
盤

に
九
州
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
の
研
究
者
を
巻

き
込
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
体
制
へ
発
展

さ
せ
る
た
め
の
仕
掛
け
を
現
在
作
っ
て
い
ま

す
。

　
　

世
紀
は
健
康
の
時
代
で
す
。「
フ
ー
ド

21
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム
に
惑
わ
さ
れ
な
い
科
学
的
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
正
し
い
食
生
活
」
が

心
身
の
健
康
の
維
持
・
増
進
や
生
活
習
慣
病

予
防
に
と
っ
て
重
要
な
の
で
す
。

　

な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
れ
ま
で
の

詳
し
い
研
究
成
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
下

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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プロジェクトHP：http://www.biomol.med.saga-u.ac.jp/ishoku/index.html
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農学部 4年
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　「子供の理科離れ」が叫ばれて久しい。
この対策の一環として、平成１２年から
「リフレッシュ理科教室」を佐賀大学・
応用物理学会主催で実施してきました。
対象は佐賀県内の小・中学生で、体験型
理科実験工作を行い、「理科に興味をもつ
子供」を一人でも増やすのがねらいです。
　「子供の目線に沿った理科実験」の実
現のために、テーマの設定や実際の実験
講師は小・中学校の先生方にお願いしま
した。今年は７回目となりましたが、参
加希望の子供は毎年定員を超える応募が
あり、本年も定員７００名に対して約７６０
名の応募がありました。
　このように本教室は年ごとに盛況とな
り、今では佐賀県民にすっかり定着して
きました。今年のメインテーマは「通信
の科学」とし、糸電話から光通信までの
８つのテーマからなる体験型理科教室を
行いました。
　参加した生徒にはリピーターも多く、
イキイキと工作や理科実験に取り組んで
いました。
　最近の調査によると、中学・高校に進
むにつれて「理科離れ」が進んでいるが、
小学生の 6 割以上は「理科好き」で、「意外
と子供の理科離れは進んでいない」と実

感しました。
今回の教室
で、少しで
も 多 く の

「理科好き」
の子供たち
が育ってく
れ れ ば と
思っており
ます。
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大
学
の
研
究
セ
ン
タ
ー
と
い
え
ば
、た
い
て
い
は

理
系
の
分
野
で
す
。し
か
し
、本
号
の
特
集
と
し
て
紹

介
し
た「
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
」は
、佐
賀
の
持
つ
歴
史
を
調
査
分
析
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
文
系
の
研
究
セ
ン
タ
ー
で
す
。「
佐
賀

学
」の
拠
点
と
し
て
、県
内
は
も
と
よ
り
、県
外
か
ら

も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、こ
の
セ
ン
タ
ー
が
話
題
と
な
っ
て
い
る

の
は
、そ
の
セ
ン
タ
ー
が
入
る
建
物
が
、大
正
時
代
に
、

佐
賀
大
学
の
前
身
と
な
っ
て
い
る
旧
制
佐
高
の
と
き

の
外
国
人
教
師
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
洋
館
を
学
内

に
移
築
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
の
こ
ろ
建
て
ら

れ
た
洋
館
と
し
て
建
築
上
も
貴
重
で
、佐
賀
の
歴
史

を
探
究
す
る
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
と
し
て
は
、う
っ
て

つ
け
の
建
物
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
洋
館
の
愛
称
を
、公
募
の
結
果
、「 
菊  
楠 
シ
ュ

�
��
�
�

ラ
イ
バ
ー
館
」と
決
め
ま
し
た
。佐
賀
の
県
木
で
あ
る

「
楠
」、旧
制
佐
高
同
窓
会
菊
葉
の「
菊
」、そ
し
て
そ
の

館
に
長
年
住
ん
で
お
ら
れ
た
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
先
生
の

お
名
前
が
、組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
す
。研
究
面
の

み
な
ら
ず
、地
域
に
愛
さ
れ
る
建
物
と
し
て
、佐
賀
大

学
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
広
報
室
長　

早
瀬　

博
範
）
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　国立大学法人佐賀大学では、役員の報酬等及び職員の給与の水準を公表しております。
　公表内容につきましては、「佐賀大学ホームページ http://www.saga-u.ac.jp 」をご覧いただくか、または、人事課給与管理係で文書資料を用意し
ておりますので、ご連絡ください。（TEL0952-28-8125）
 なお、公表内容の概要は次のとおりです。

注 1 ：当法人の年齢別人員構成をウエイトに用い、当法人の給与を国の給与水準（「対
他の国立大学法人等」においては、すべての国立大学法人等を一つの法人とみ
なした場合の給与水準）に置き換えた場合の給与水準を100として、法人が現に
支給している給与費から算出される指数をいい、人事院において算出

注 2 ：教育職員（大学教員）の対国家公務員の指数は、比較対象の国家公務員が少数の
ため、国立大学法人等の法人化直前（平成15年度）の教育職俸給表（一）適用職員
の給与水準を国の給与水準として算出

注：「非常勤役職員等給与」においては、受託研究費により雇用される職員に係る費用及び人材派遣契約に係る費用を
含んでいるため、当法人の財務諸表“附属明細書”の「17 役員及び教職員の給与の明細」における非常勤の合計額と
一致しない。

２．総人件費について１．職員と国家公務員及び他の国立大学法人等との給与水準

（年額）の比較指標

事務・技術職員
　対国家公務員〔行政職（一）〕 ８２.４
　対他の国立大学法人等〔事務・技術職員〕 ９５.８
 
教育職員（大学教員）
　対国家公務員〔平成 15 年度の教育職（一）〕 ９７.９
　対他の国立大学法人等〔教育職員（大学教員）〕
 ９６.６
 
医療職員（病院看護師）
　対国家公務員〔医療職（三）〕 ９９.９
　対他の国立大学法人等〔医療職員（病院看護師）〕 
 １０２.８
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